
指定管理導入施設実績評価シート（平成２５年度）

利用者数 目標 15,000 人 ⇒ 実績 15,614 人

講座開催数 目標 200 回 ⇒ 実績 214 回

【主な成果・自由記述欄】　

施設の設置目的の達成
施設の設置目的を十分に理解し、それを踏まえ管理運営に努めていたか。

職員の勤務実績・配置状況・労働条件

職員の研修

法令等遵守
　
個人情報保護・情報公開

管理記録

　
連絡体制

緊急時対応

《Ⅰ総　括》 業務の実施体制に関する評価【標準８項目／当施設８項目】 Ａ Ｂ

事業計画書、事業報
告書等関係書類 Ｂ Ｂ市と指定管理者間で十分に連絡、調整を行っていたか。

事業計画書、月報、事業報告書、その他報告書等の提出や内容が適正であったか。

事業計画書、事業報
告書、緊急時対応マ
ニュアル Ｂ Ｂ

事故・災害等の緊急時の連絡体制が確保されていたか。

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行うなど、職員への指導徹底を
図っていたか。

協定書、管理方法
（実地調査） Ａ Ｂ

個人情報・情報公開の取り扱いについて、協定書に基づき適切に行っていたか。

日報、点検結果等関
係書類、実地調査 Ａ Ｂ業務日誌等を適切に整備、保管していたか。

点検結果や修繕履歴等を適切に記録・保管していたか。

事業計画書、事業報
告書、研修資料等 Ａ Ｂ

事業計画書に基づき、業務に必要な研修、教育が実施できたか。

仕様書、関係書類
等、実地調査 Ａ Ｂ

関係法令、条例等を遵守していたか。Ⅰ
実
施
体
制

事業計画書、事業報
告書

Ａ Ａ

事業計画書、事業報
告書、日報、勤務
表、資格証、実地調
査

Ｂ Ｂ

事業計画書に沿った職員を配置していたか。

必要な資格、経験を有する職員を確保していたか。

出勤状況、勤務形態等、労働条件が適正であったか。

総合評価

Ⅰ～Ⅳによ
る総合評
価

総合評価コメント

つどいの広場運営も６年目を迎え、現在までに大きなトラブルはなく、順調に運営できているが、気を緩めることのないよう注意したい。また、
今後も特に安全面には気を配るようにしたい。そのため、来年度は避難訓練等や防災教育に力を入れたい。Ｂ

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 所管課評価

業務内容

・子育て中の家族の交流の機会及び場所の提供
・子育てに関する相談及び講座の実施
・子育てに関する情報の提供
・子育てに関する事業を行う者等との連携及び調整

主な成果

利用者のニーズに合わせた講座の開設と、地域の他施設や他機関との連携によって、昨年度より

利用者が増えていることは評価できると思う。

指定期間 平成24年　4月　1日　　　～　　　平成27年　3月31日

指定管理料 年額　　6,231,000 円 （総額　　18,959,000　円）

設置目的
地域の子育て支援機能の充実を図ることにより、親の子育てに関する不安感等を緩和するとともに、子どもが健やか
に育つことに寄与するため。

施設所管課 福祉子ども部　子育て総合支援センター

施　設　名 木戸つどいの広場

指定管理者 ＮＰＯ法人　子育てネットワーク志賀うりぼう



指定管理導入施設実績評価シート（平成２５年度）

施設管理

利用状況

利用者対応

事業運営

維持管理

情報提供

環境配慮

意見・要望・苦情
　

利用者アンケート

　

《Ⅱ総　括》 Ａ Ｂ

経理事務

収支状況
予算と決算に大幅な相違がなく、収入―支出はプラスとなっているか。

収支状況が対前年度比及び当初の目標を達成しているか。

経費節減の取組
経費削減に向けた取り組みを積極的に実施し、その効果が上がったか。

保守点検、修繕等の再委託が適切な水準、内容で実施されたか。

《Ⅲ総　括》 Ａ Ｂ

【施設所管課】

※評価基準：項目別評価、《総括》、総合評価の評価基準（Ａ～Ｄ）は、モニタリングチェックシートと同様とする。

※評価手順：

Ｂ

仕様書、事業計画
書、委託契約書、実
地調査

Ｂ Ｂ

経費の収支等に関する評価　【標準３項目／当施設３項目】

特記事項等
(課題・成果)

【指定管理者】

昨年度の来場者数１３，７８３人と比較して、今年度は１５，６１４人と順調に伸びている。その理由として、ＢＰプログラムやＮＰプログラムの実
施が考えられる。特に和邇すこやか相談所や堅田すこやか相談所を通じて、ＢＰプログラムを紹介していただいている関係で、第一子の初期
のころからの利用者が増え、そのつながりから、「友人の紹介で来た」と来られる方が多くなった。駐車スペースが広く、駐車料金がかからず、
バイパスの出入口から近いというアクセスのよさを一度来場されると実感されるのか、坂本や堅田方面の利用者が増えたように感じる。ただ、
最寄りの志賀駅の階段は長く、田舎道の徒歩１０分という位置は敬遠されるのか、車を運転できない人が来にくいという話はよく耳にした。託
児を有料で行っているせいか、託児付講座より同室のものが好まれる傾向があるせいか、講座講師の先生方が親子講座を実施されることが
多くなり、結果として託児利用が半減した。

利用者のニーズに応じた事業展開および地域や関係機関との連携が利用者数の増加につながっている。また、友人の紹介に
よる来場者が増えていることから、利用者の満足度の高さがうかがえる。また、今年度から市民センターでの避難訓練にも参加
され、安全・防災に対する意識が向上している。

業務の内容・水準に関する評価　【標準９項目／当施設９項目】

Ⅲ
収
支
等

預金通帳、出納帳、
実地調査（金庫等）

Ａ Ｂ
専用口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行ったか。

経理区分を設け、指定管理料を適正に執行していたか。

事業計画書、事業報
告書 Ａ

事業計画書、事業報
告書、日報、アン
ケート Ａ Ｂ

意見・要望・苦情等を把握する仕組みを確立しているか。

要望・苦情等の対応に迅速かつ適切に対応し、可能なものは管理運営に反映していた
か。

事業計画書、アン
ケート、実地調査 Ａ Ｂ利用者アンケート調査等を実施するなど、利用者ニーズを積極的に把握し、その結果

を管理運営に反映していたか。

パンフレット・ホー
ムページ等、実地調
査

Ｂ Ｂ施設案内、事業の開催案内等のパンフレット類を整備し、情報発信に努めていたか。

ホームページの管理は適切に行っていたか。

関係書類、実地調査
Ｂ Ｂ

省資源、省エネルギー等環境への配慮、リサイクル等の推進等に努めていたか。

仕様書、備品台帳、
点検結果、委託契約
書、実地調査

Ａ Ｂ

施設、設備の保守管理(点検・修繕)を計画的に実施したか。

修繕が必要な箇所について、適切に対応したか。

日常の清掃は適切に実施しているか。

備品台帳に基づき備品を管理、修繕したか。

事業計画書、事業報
告書、自主事業計画
書、実地調査

Ａ Ａ

事業計画書に則し、事業を計画どおり実施したか。

施設の設置目的に沿った自主事業を実施したか。

利用者の満足度を高める工夫がされたか。

自主事業の実施により市民サービスの向上に効果があったか。

事業計画書、事業報
告書 Ｂ Ａ

利用者数が前年度実績や目標と比較し適正な水準であったか。

業務マニュアル、意
見・苦情等受付簿、
アンケート、実地調
査

Ａ Ｂ
職員の応対は迅速かつ適切に行ったか。

服装、言葉遣い、接客態度等の接遇は適切であったか。

利用者に対して設備、備品等を適切に提供したか。

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 所管課評価

Ⅱ
内
容
・
水
準

事業計画書、日報

Ａ Ｂ開館日、開館時間を遵守していたか。

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じていたか。

指定管理者自己評価 所管課評価 行政改革推進課（ホームページ等により結果公表） 指定管理者 
提出 通知 

送付 


